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慶應義塾大学理工学部山岳部ＯＢ会　夏山山行・「穂高2018」記録

１． 目的
穂高周辺登山をして小梨平に集い、ＯＢの親睦を図る

２． 期日 ７月
2018年7月26日（木）～7月29日（日） 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

３． 場所 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
北アルプス小梨平、穂高岳周辺

４． メンバー１８人
ＯＢ会正会員

５． 行事
メイン行事・小梨平紅茶会
　 日時：7月28日（土）14時～20時半（最終集合16時）

場所：小梨平
内容：バーベキューセンターでの紅茶会

６． マイルストーン
２月１日（木）  ：小梨平ケビン予約 済（Ｂ型ケビン１０室、２０～３０人分）
５月上旬 　　  ：総会案内に夏山案内、コース案を記載 
６月９日（土）：ＯＢ総会でコース毎メンバー内定
６月２３日（土）？：幹事会 
７月１日（日）：小梨平ケビン部屋数最終確定→ 小梨平に連絡
７月１３日（金）：各隊メンバー正式決定、計画書提出、保険加入確認 

幹事にて計画書をチェック
７月２０日（金）：各隊登山計画書最終
７月２1日（土）以降：上高地あてに荷物発送 

７． 実行委員
実行委員長：31E伊藤　（全体計画立案、案内連絡担当 ）
保険担当： 31E伊藤　　　　　(株)ヤマセ 電話: 03-3564-3511
小梨平装備担当： 

 小梨平食料担当： 
小梨平紅茶会司会： 40C中田
小梨平会計担当： 29I小林
歌集担当： 45B横山

８． 登山本部： 34C荒　真康

９． 2018年山行コース（参加者18名）
A． 槍ヶ岳天狗池（4日間、槍沢2泊、小梨平１泊） 7/26（木）～7/29（日）

メンバー：L.28E瀬上、SL.29I小林、20M宍戸、27C日比谷、27M樋口
B． 西鎌尾根より槍ヶ岳（4日間、双六１泊、ヒュッテ大槍１泊、小梨平1泊） 7/26（木）～7/29（日）

メンバー：42I庄司
Ｃ． 前穂北尾根（３日間、涸沢１泊、小梨平１泊） 7/27（金）～7/29（日）

メンバー：L.40C中田、76PI加藤
Ｄ． 7/25（水）～7/29（日）

メンバー：25I宍戸
Ｇ． 奥又白（３日間、横尾1泊、小梨平１泊） 7/27（金）～7/29（日）

メンバー：21M安井
Ｈ． 紅茶会（2日間、小梨平１泊） 7/28（土）～7/29（日）

メンバー：23M岩永、23M山本、23M久保田、45B横山
Ｊ． 7/28（土）～7/29（日）

メンバー：L.31E伊藤、33M川村
Ｋ． 岩魚留（３日間、松本1泊、小梨平１泊） 7/27（金）～7/29（日）

メンバー：75M白鳥
Ｌ． 蝶ヶ岳（３日間、徳澤1泊、小梨平１泊） 7/27（金）～7/29（日）

メンバー：39M萬

23M岩永（リーダ）、
23M山本

涸沢、徳澤（５日間、涸沢2泊、横尾1泊、小梨平１泊）

岳沢（（2日間、小梨平１泊） 
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１０．登山本部への連絡計画書
（１）各隊のリーダが計画書を作成
（２）登山届は長野県警に事前に届ける 

１１．登山本部への連絡
（１）本山行の下山連絡は７月２８日（土）全体下山時（最終１７時）及び

７月２９日（日）解散時９時頃実行委員長が連絡を行う
１２．保険

（１）山行参加者は山岳保険に全員参加する
（２）データは昨年のデータを使用する

１３．遭難対策体制
ＯＢも高齢化しているため事故の可能性が上昇している。そのため遭難対策体制を明確化しておく。
そこで昨年の夏山より、ＯＢ会夏山の遭難対策体制として遭難対策員に協力を要請する
ことになった。
本来遭難対策員はコーチ会における現役のための遭難救助体制のメンバーであるが
遭難対策指針により組織的に動ける体制が構築されている。
（１）登山本部長を決める
（２）登山本部長への連絡は原則として夏山実行委員長よりおこなう
（３）夏山実行委員長は事前にコーチ会遭難対策員（現役山行のための組織）に山行期間中に

協力可能か確認して、登山本部長に連絡をする
（４）遭難対策員は山行中オンコール対応の必要はないものとする
（５）現地より遭難報告を受けた登山本部長は、夏山実行委員長が必要と判断した場合は、

遭難対策員に連絡網を通じて連絡をして遭難対策本部を設置する
（６）遭難発生時はＯＢ会幹事、遭難対策員の大部分が現地にいるため、夏山実行委員長を責任者

として現地にて迅速な救助活動を行う。
１４．山行検討・確認事項

（１）計画書はメールでやり取りするが、１週間前には全員に郵送する
（２）現地連絡所は不要とする 
（３）各隊の連絡方法

携帯電話で連絡をとる。但し稜線と小梨平のみ可。
小梨平から先は公衆電話。

（４）事故時の対応方法
上部での重傷事故はヘリコプターを呼ぶ
横尾までなら車で対応 

（５）山小屋の予約は各隊毎で行う

１５．小梨平キャンプファイヤ内容
（１）食事　16：30～18：00
（２）バーベキューセンターでの紅茶会　18：00～20：30

開会
物故会員に黙祷
会長挨拶
各隊報告
挨拶、山の歌、歓談
閉会

１６．小梨平費用、他
（１）収入予定

参加者をＯＢ（家族含む）２０人として試算する。
小梨平での宿泊１泊、食事（7/28夕食、7/29朝食）の費用として下記。
小梨平参加費ＯＢ（含む家族）１人　   6,500円 6,500円×20人＝ 円
小梨平宿泊費　ケビン１人　   5,500円 5,500円×20人＝ 円

円
その他保険費用として１人、500円必要
従って、小梨平キャビンに１泊して、保険加入で12,500円。交通費、各山行費用は別途必要。
現役が参加する場合は、参加費０、テント幕営料800円、保険費用500円。

130,000
110,000
240,000
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（２）概算支出予定
小梨平ケビン×２０人 5,500円×20人＝ 円
バーベキューセンタ 1,500円×20人＝ 円
食器など借用、道具購入費 円
ガスボンベ 円
飲み物 円
食料 円
運搬費 円
お礼 円
予備費 円

円
（３）準備班集合（各隊の一部）

メンバー ：実行委員、有志
集合日時：7月28日（土）１４時（昼食後）
場所　　　：小梨平キャンプセンター受付前

（４）準備班以外集合
集合日時：7月28日（土）１６時（最終）
場所　　　：小梨平Ｂ型ケビン前

（５）宿泊予約
7月28日（土）小梨平ケビン--- 予約済み 

タイプ：Ｂ型ケビン９室（18～27人分）
設備：6畳間、寝具毛布各4組、キッチン付、食器什器定員分付、炊飯器は電気釜、
　　　 トイレは外の共同施設を使用
料金：1室2人利用で1人5,500円

（６）解散
7月29日（日）朝食後９時頃

（７）後片付け
準備班、他　荷物発送

１７．小梨平装備発送
（１）必要装備一式を7月21日（土）～7月25日（水）に上高地郵便局留でユーパックで発送。
　　 郵便局は10日間保管、7/27着で8/5まで保管。
（２）小梨平まではリヤカーで運搬

１８．小梨平食料発送
（１）野菜、調味料などは7月25日（水）に上高地郵便局留でユーパックで発送、所要日数は３日
（２）肉類は伊藤が7月27日（金）に冷凍で持参。上高地手荷物一時預りに預け外出後引取り。

〒300-1516　松本市安曇4470番地　上高地登山案内人組合　電話：0263-95-2034
（３）生鮮食料、つけもの、ビール、酒、ワインなどは小梨平食堂に依頼

１９．連絡先一覧
（１）小梨平キャンプセンター（担当：斉藤様）

〒390-1516　長野県松本市安曇上高地４４６８　電話0263-95-2321
（２）上高地郵便局

〒390-1516　長野県松本市安曇上高地４４６８　電話0263-95-2055
（３）白樺荘

〒390-1516　長野県松本市安曇上高地４４６８　電話0263-95-2131
（４）横尾山荘 電話0263-95-2421
（５）徳沢園 電話0263-95-2508
（６）西穂山荘 電話0263-95-2506
（７）涸沢小屋 電話090-2204-1300
（８）徳本峠小屋 電話090-2767-2545
（９）蝶ヶ岳ヒュッテ 電話090-1056-3455
（10）長野県警察　松本警察署

〒390-0841 長野県松本市渚3-11-8 　電話0263-25-0110
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小梨平ケビン部屋割り（慶應義塾大学理工学部山岳部ＯＢ会）

２０１８年夏山    参加者：１８名

     氏   名 隊   コース

7/28
小梨平
ｹﾋﾞﾝ泊
部屋割

保険要否 費用合計

1 20M宍戸 俊雅 Ａ 槍ヶ岳天狗池 B19 要 12,500

2 21M安井 昭夫 Ｇ 奥又白池 B19 要 12,500

3 23M岩永 省吾 Ｈ 紅茶会コース B18 12,000

4 23M山本 健二 Ｈ 紅茶会コース B18 12,000

5 23M久保田 忠義 Ｈ 紅茶会コース B17 12,000

6 25I宍戸 隆介 Ｄ 涸沢、徳澤 B17 要 12,500

7 27C日比谷 孟俊 Ａ 槍ヶ岳天狗池 B16 要 12,500

8 27M樋口 和雄 Ａ 槍ヶ岳天狗池 B16 要 12,500

9 28E瀬上 伸一郎 Ａ 槍ヶ岳天狗池 B15 要 12,500

10 29I小林 武夫 Ａ 槍ヶ岳天狗池 B15 12,000

11 31E伊藤　孝 Ｊ 岳沢 B14 12,000

12 33M川村　尚久 Ｊ 岳沢 B14 12,000

13 39M萬　礼博 Ｌ 蝶ヶ岳 B13 12,000

14 40C中田 正文 Ｃ 前穂北尾根 B13 12,000

15 42I庄司 慎吉 Ｂ 西鎌尾根より槍ヶ岳 B12 12,000

16 45Ｂ横山 雅彦 Ｈ 紅茶会コース B12 12,000

17 75M白鳥 敏 Ｋ 岩魚留 B11 12,000

18 76ＰＩ加藤 浩太 Ｃ 前穂北尾根 B11 12,000

219,000

参加費： 6,500円
ケビン1泊： 5,500円
保険： 500円



ＯＢ各位

夏山実行委員長の31E伊藤です。
夏山「穂高2018」は無事故で皆様元気に下山しました。
夏山参加の皆様お疲れ様でした。
登山本部荒様、遭難対策としてご協力頂いた遭難対策員の皆様、誠に有難うございました。
台風12号が近づく中、最終日は雨に降られましたが、各隊とも登ることができました。
今年は39M萬様、75M白鳥様、76PI加藤様が初参加されました。
とくに75M白鳥様は岩魚留に一人で昆虫採集を兼ねて登山し、昆虫採集の成果の他に
熊にも遭遇するという経験をしました。
また76PI加藤様は中田Ｌのもと前穂北尾根を雨の中の岩登りを経験し、これからの登山の
幅を広げたのではと思います。
古いＯＢもますます元気ですが、若いＯＢが夏山を通じてＯＢ会に参加していくことを
嬉しく思っています。
来年は山岳部80周年ですので、古いＯＢ、若いＯＢが多数参加されることを願っています。
皆様、有難うございました。


